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研究成果の概要（和文）：本研究は中途視覚障害者の生活自立、社会参加および安全性の向上のみならず、その
他のユーザーにも配慮したユニバーサル・ピクトグラムの実用化を検討することが最終目的である。今回は、ピ
クトグラムの「視認性の評価」および「触覚と視覚における誤差」を確認するための実験を行った。以上の結果
から、視覚と触覚モダリティ間のサイズ感の相違の要素を抽出することができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to consider the effectiveness of the 
practical application of universal pictograms that can assist a self-reliant life and improve social
 participation and safety for not only visually impaired people but also others. We conducted 
experiments to confirm the “Evaluation of visibility” and the “Gap between tactile and visual 
perception” of pictograms. From these results, we were able to successfully sample the size 
differences between visual and tactile modalities.

研究分野： グラフィックデザイン

キーワード： ピクトグラム（絵文字）　触知行動評価　認知機能評価

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
晴眼者だけではなく、本来、視覚サインを活用できない視覚障害者にも利用できるピクトグラムが実用化され、
その制作ガイドラインが整えば、今後増加するであろう点字や触知図等の知識が不十分な中途視覚障害者の外出
する機会や生活圏の拡大に貢献できる。同時に各自治体や諸施設等での利用や小中学校等の教育機関での活用が
進むことで、ユニバーサル・デザインの展開、福祉教育にも大いに貢献できる。また当該ピクトグラムの実用化
は、日本語の理解が難しい外国人等の利用者への用途や災害時に電気設備が使用できない状況において安全・災
害対策にも寄与できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
点字や触知案内図等の触覚モダリティを介して提供される情報ツールは、視覚情報の認識が困

難な視覚障害者の屋外での移動をサポートし、社会的自立を促すための重要な設備として近年
普及している。しかし、これらの触知情報による移動環境設備は、主に早期に視覚機能を喪失し
た者を想定して整備されているため、超高齢社会を突き進む我が国のみならず、高齢化が進展し
ている諸外国においても、種々の疾患により、今後増大することが見込まれる中途視覚障害者に
対応した移動環境の整備は立ち遅れており、早急な対応が求められている。 
現時点での中途視覚障害者の日常生活における移動環境が制限されている現状を勘案すると、

今後は点字や触知案内図等を活用できないユーザーの利用も念頭に置いた情報伝達の方法が必
要となることは言うまでもない。そこで、触察を通じて容易に目的地や居場所などを理解できる
ツール、いわゆる「触知ピクトグラム」の制作と評価が必要となる。 
 
 
２．研究の目的 
ピクトグラムとは「絵文字」とも呼ばれ、意味するものの具体的な形状やイメージを用いて、

その意味概念を理解させる視覚サインの一つである。このよく見慣れたピクトグラムを触知化
（凸化）し、既存の点字を基本とする触覚情報設備や音声情報設備と併設して目的地を示したり、
そこに至るまでの道々に設置したりすることで、点字を理解できないユーザーへの快適な移動
情報の伝達を容易にするものと考えられる。視覚的顕著性が触知性を促進することや、実際の触
知ピクトグラムの浮き上がり部分を長く感じたり、無いはずの空間をなぞったりする行動など、
触察における形態誤認（錯触）が生じることに着目して、それらを適切な評価法を模索し、ピク
トグラム自体のデザインの改良を企図する研究を進めている。視覚的デザインの改良の有無に
関わらず、JIS 型ピクトグラムがすでに普及し見慣れているという利点をそのままに、“ニーズ
に見合った触知（凸化）デザイン”を模索することで、触知ピクトグラムを社会（環境）へ実用
化を最終的な目的に取り組む。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、「視覚と触覚モダリティ間のミスマッチ(錯触) 補正」を行うにあたり、「視覚的

顕著性」と「触覚と視覚における誤差」実験を実施した。実験では、平成29年に新たに追加され
たものも含むJIS型ピクトグラム「標準案内用図記号」の中から「施設や設備等を表す図記号」
90個（図１）を用いた。 
 
３−１．「視認性の評価」 
（１）被験者 
被験者は大学生および大学院生から晴眼者数

名をリクルートした。 
（２）実験方法 
「視認性」の実験は、標準案内用図記号の中か

ら「施設や設備等を表す図記号」90個を選定し、 
使用するピクトグラムサイズはモニター上で
200mm四方サイズとした。使用するタイプは、枠
あり（ピクトグラムの背景白）と枠あり（ピクト
グラムの背景白）の反転 の２タイプとした。 
実験では、200mm四方の枠あり（ピクトグラム

の背景白）90個と枠あり（ピクトグラムの背景白）
の反転 90個をそれぞれ１セットとし、モニタ―
上にピクトグラムを１個ずつ投影した。その際、
被験者の視線をQGPLUS VT2で計測し、オフライ
ンで視線軌跡と視線停留マップを用いて解析し
た。90個のピクトグラムの事前学習は行わずに静
かで明るい部屋の中に被験者を座らせ、70 cmの
高さの机上にパーソナルコンピュータで制御さ
れた19インチのスクエア液晶ディスプレイを対
象者の正面で約60cmになるように設置した。各
ピクトグラムは４秒間提示され、この４秒間の被験者の視線軌跡および視点停留マップを評価

 
図 1．本研究で使用した標準案内用図記号 90 個 



した。4秒間の提示後、そのピクトグラムが何を表しているのかを口頭で回答してもらい正誤及
び表している内容を記録した。 
 
 
３−２．「触覚と視覚における誤差」 
（１）被験者 
被験者は大学生および大学院生から晴眼者数名をリクルートした。 

（２）実験方法 
「視覚と触覚モダリティ間のミスマッチ（錯触）の補正」及び、「触覚と視覚における誤差」

を確認するための実験を行った。「視認性」実験同様に静かで明るい部屋の中に被験者を座らせ、
70 cmの高さの机上にパーソナルコンピュータで制御された19インチのスクエア液晶ディスプレ
イを、対象者の正面約60cmになるように設置し、枠あり（ピクトグラムの背景白）90個全てを1
個ずつモニターに投影した。同時に、被験者の手元でモニター上に投影された同じ触知化
（120mm×120mmサイズで高さを0.8mm）したピクトグラムを触察させて、視覚的イメージと触
覚イメージに相違（違和感）を感じる箇所（長さ・角度・大きさ等）をモニター上にマーキング
し、その内容を解説してもらった。また、触覚と視覚における誤差の評価は、触覚を介して得ら
れる情報に対して、どの程度の視覚サイズでその情報に一致するかも回答してもらった。誤差の
比較用に視覚提示されたピクトグラムのサイズは、標準提示されたサイズの±6段階（モニターに
提示されたサイズより±10mm, ±20mm, ±30mm, ±40mm, ±50mm, ±60mm）を用意した。 
 
 
４．研究成果 
４−１．視認性の評価 

施設や設備等を表す 90 個の「標準案内用図記号」を、枠あり（ピクトグラムの背景白）と枠
あり（ピクトグラムの背景白）の反転の２パターンで視線計測を行い視線軌跡・停留マップを比
較分析の結果、細かい形態部分への視線の相違は認められるケースがあるものの、視線が集中す
る大まかなエリアに関しては双方に大きな相違が少ないケースが多いように思われた。また、そ
のピクトグラムが何を表しているかという回答の正答率も双方にあまり大きな差はなかった。
正答率に関しては、日常生活において街中等で良く見かけるピクトグラムに関しては名称及び
意味が一致するケースが多かったが、駅構内や特定の場所でしか見かけないピクトグラムに関
しては一致しないケースが見られた。ピクトグラムが何の絵柄であるかは理解できるがそれが
何を意味しているかに関して誤回答が多かった。具体的な１事例として、まず 90 個の「標準案
内用図記号」の中から視覚障害者が屋外での移動および生活行動範囲を広げられると考えられ
るピクトグラムであるエレベーター、コインロッカー、タクシー/タクシーのりば、バス/バスの
りば、階段、喫茶/軽食、休憩所/待合室、電車/鉄道駅、乳幼児用設備、救護所の 10 個の事例を
示す。エレベーターは、特徴的な上下の動きを示す矢印とエレベーターを簡易的に表す四角形の
枠線上部、エレベーター内の３名の人に視線が停留している（図 2）。コインロッカーは、鍵の
歯の部分とコインロッカーを表す長方形の枠線上部、鞄の特徴である取手箇所に視線が停留し
ている（図 3）。タクシー/タクシーのりばは、タクシーの絵柄よりも TAXI の文字部分に視線が
停留している（図 4）。バス/バスのりばは、車体前半分のバスを表す特徴的な大きな窓の形状付
近に視線が停留している（図 5）。階段は、階段部分より上の階段を登る動作と降りる動作の２
名の人の箇所に視線が停滞している（図 6）。喫茶/軽食は、皿よりも上部のカップの絵柄の方に
集中し、特にカップの特徴である取手周辺箇所に視線が停滞している（図 7）。休憩所/待合室は、
ベンチを示す細い棒状の絵柄よりも背を向けて座る２名の人の箇所に視線が停滞している（図
8）。電車/鉄道駅は、線路の絵柄よりも正面を向いた電車に集中し、特に電車を表す特徴である
大きな窓箇所付近に視線が停留している（図 9）。乳幼児用設備は、幼児の手足ではなく、大き
な頭やオムツとその上部のお腹付近の箇所に視線が停留している（図 10）。救護所は、枠あり
（ピクトグラムの背景白）と枠あり（ピクトグラムの背景白）の反転でやや相違が見られたが両
者とも包帯を巻いた指に視線が停留している。また、枠あり（ピクトグラムの背景白）の方では
赤十字マーク付近にも視線が停留している特徴が見られた（図 11）。 

              
図 2． エレベーター 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  



 

             
図 3． コインロッカー 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

             
図 4． タクシー/タクシーのりば 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

               
図 5． バス/バスのりば 

背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

             
図 6． 階段 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

              
図 7． 喫茶/軽食 

背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

              
図 8． 休憩所/待合室 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  



４−２．触覚と視覚における誤差 
 90 個の「標準案内用図記号」の触覚と視覚における誤差の１つ目の分析項目として、どの程
度の視覚サイズでその情報に一致するかも回答してもらった。標準提示されたサイズの±6段階
（モニターに提示されたサイズより±10mm, ±20mm, ±30mm, ±40mm, ±50mm, ±60mm）を+10mm
を+1、マイナス 10mm を−1として−6（−60mm）から+6（+60mm）の間で数値化し分析を行った。被
験者の平均値を分析した結果、90個「標準案内用図記号」の大半が触ると見た目の 120mm×120mm
サイズより小さく感じる傾向が示唆された。具体的な１事例として、まず 90 個の「標準案内用
図記号」の中から視覚障害者が屋外での移動および生活行動範囲を広げられると考えられるピ
クトグラムであるエレベーター、コインロッカー、タクシー/タクシーのりば、バス/バスのりば、
階段、喫茶/軽食、休憩所/待合室、電車/鉄道駅、乳幼児用設備、救護所の 10 個の事例を示す。
エレベーターは、−1.64 で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイズが 103.6mm×103.6mm
であった。コインロッカーは、0.18 で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイズが
121.8mm×121.8mm であった。タクシー/タクシーのりばは、−1.27 で触知した際に感じる見た目
のピクトクラムサイズが 107.3mm×107.3mm であった。バス/バスのりばは、−0.37 で触知した際
に感じる見た目のピクトクラムサイズが 116.3mm×116.3mm であった。階段は、−1.27 で触知し
た際に感じる見た目のピクトクラムサイズが 107.3mm×107.3mm であった。喫茶/軽食は、−0.36
で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイズが 116.4mm×116.4mm であった。休憩所/待
合室は、−1.00 で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイズが 110mm×110mm であった。
電車/鉄道駅は、−0.32 で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイズが 116.8mm×116.8mm
であった。乳幼児用設備は、−1.09 で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイズが
109.1mm×109.1mm であった。救護所は、−1.00 で触知した際に感じる見た目のピクトクラムサイ
ズが 110mm×110mm であった。さらに、今回の 90個の中で一番触ると大きく感じられた標準案内
用図記号は「電話」、一番触ると小さく感じられた標準案内用図記号は「ミーティングポイント」
と「エレベーター」であることが示唆された。電話は、0.27 で触知した際に感じる見た目のピ
クトクラムサイズが 122.7mm×122.7mm であった。ミーティングポイントとエレベーターは、双
方ともに−1.64 で触知した際に感じる見た目のピクトグラムサイズが 103.6mm×103.6mm であっ
た。今後は、視覚的イメージと触覚イメージに相違（違和感）を感じる箇所（長さ・角度・大き
さ等）をモニター上にマーキングしてもらった箇所・内容及び視認性の評価同様に被験者を増や
し詳細な分析を行う予定である。 

               
図 9． 電車/鉄道駅 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

               
図 10． 乳幼児用設備 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  

               
図 11． 救護所 
背景白反転視線軌跡マップ  背景白反転視線停留マップ  背景白/視線軌跡マップ    背景白/視線停留マップ  
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